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 さわやかな秋晴れが待ち遠しい季節となりました。保護者・地域の皆様におかれましては、

ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。前期は本校の教育活動にご理解とご協力を賜

り、心より感謝申し上げます。 

映画『となりのトトロ』には、トトロが頭に一枚の葉っぱを乗せて雨の中に立つ印象的なシ

ーンがあります。サツキから傘を借りたトトロは、雨粒が傘に当たる音を聞いて大喜びしま

す。実は、トトロにとってあの傘は雨具ではなく、雨の音を楽しむための「楽器」だったと言

われています。 

私たちは雨が降ると、「服が濡れる」「外出しにくい」 

とネガティブに捉えがちです。しかしトトロにとって 

は、雨の日こそ「傘という楽器が素敵な音を奏でてく 

れる特別な音楽会」と面白がっています。同じ状況で 

も、ものの見方ひとつで世界はこんなにもワクワクし 

たものに変わるのだと気づかされます。 

スタジオジブリ作品静止画より 

 

さて、１０月２４日（土）には、子どもたちが待ちに待った運動会が開催されます。練習の過

程では、天候不良によるグラウンド状態の心配や、思うように動きや技が決まらないといった「思

い通りにいかない壁」に直面することもあるでしょう。そのとき、「嫌だな」「練習したくないな」         

と立ち止まるのか、「どうすれば面白くなるだろう」「こ   

のピンチをどう乗り越えよう」とトトロのように視点を 

変えられるのかで、その後の成長や心の持ちようは大き 

く変わってきます。子どもたちが物事をポジティブに 

面白がる力を、学校と家庭・地域が連携して育んでいき

たいものです。 

 

 

予測困難と言われるこれからの時代を生きる子どもたちに必要なのは、与えられた環境を嘆く

のではなく、自ら「見方のスイッチ、心のスイッチ」を切り替え、前向きな価値を創り出す力で

はないでしょうか。 

子どもたちが日々の小さな変化や課題を面白がり、豊かな発想でチャレンジしていけるよ

う、教職員一同、温かく背中を押していきます。後期も引き続き、保護者の皆様、地域の皆様

の温かい見守りとご協力をお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇通学路について 

 稲田公園方面から登下校する黄色コースについて、後期よりお試しコースを約１か月間実施す

ることにします。現在、南武線稲田堤駅では、児童が一方の踏切を渡ることで混雑している状況

です。そこで、稲田堤駅構内を通り、川崎街道まで行けるようにします。また、富士そば側の踏

切を渡ることもできます。踏切での混雑を分散することで、少しでも、安全に登下校をしてほし

いと思います。ご家庭で話し合い、保護者のご理解のもと、お試しをしてください。次の約束を

守ってください。 

① 駅構内では、壁側を歩いて階段を使います。 

② 川崎街道で信号を渡り、歩道橋を通ります。川崎街道は横断できません。 

 

〇前期会計報告について 

 前期会計報告は、１０月中旬ごろに各学年より配付します。 

 

〇上履きについて 

 学校では、上履きを忘れた児童に貸し出しをしています。もし、ご家庭に履かなくなった上履

きがありましたら、児童に持たせてください。担任に渡すように声かけをお願いします。 

１０月・１１月の予定は、ミマモルメ配信したものをご確認ください。 

生活目標  すすんで運動しよう 
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